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5400万円

磁気センサー、磁気スケール、磁気カードリーダー等、磁気応用機器の開発、製造、販売

長野・上伊那にある本社ビル

会社概要

東京支社 開発部・東京営業所
〒144-0051 東京都大田区西蒲田 7-32-6 川野ビル4F
TEL 03-3734-2211 FAX 03-3734-2217

 
東北出張所
〒960-0241 福島県福島市笹谷字南田 1-1 ビルA 202
TEL 050-3672-9229 FAX 03-3734-2217（東京営業所扱）

 
名古屋営業所
〒482-0022 愛知県岩倉市栄町 2-77 ロータリーヒーロー 3F B
TEL 0587-38-1171　　　FAX 0587-38-1170

 
大阪営業所
〒532-0011 大阪府大阪市淀川区西中島 7-7-3 エフベース ミュゼオ 203
TEL 06-6305-0080　　　FAX 06-6305-0081

 
広島営業所
〒732-0052 広島県広島市東区光町 2-12-10 日宝光町ビル 204
TEL 082-263-1384　　　FAX 082-263-2389

 
九州出張所
〒811-1252 福岡県筑紫郡那珂川町五郎丸 1-76  304
TEL 092-952-4778　　　FAX 092-952-4798

 
伊那工場
〒399-4601 長野県上伊那郡箕輪町大字中箕輪 10800番地11（帯無工業団地内） 
TEL 0265-79-8154(代)　　　FAX 0265-79-8519

 
南原工場
〒399-4601 長野県上伊那郡箕輪町大字中箕輪 14017番地26（南原工業団地内） 
TEL 0265-79-7474　　　FAX 0265-79-7806
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独自技術による磁気検出素子を用いた、
磁気応用製品の開発・製造を行うメーカー。

産業分野、建築機械など幅広いジャンルで活躍しています。

多種多様なニーズに応え、これまで開発した型式は約5,000におよぶ

MACOMEって何の会社なの？（その1）
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「位置計測」「回転検知」「距離測長」「高精度位置決め」などを行う装置

磁気センサーや磁気近接スイッチなど
バラエティー豊富な製品ラインナップ

ところで磁気応用製品って何？
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磁界の大きさを検知できるセンサーの事。

磁界の大きさに応じたアナログ信号を出

力します。

磁気センサー、磁気近接スイッチとは？

「シンプルでタフ」が“磁気方式の強み”。環境が悪いほど大活躍

所定の磁界の有無を検知するセンサー。

磁界の大きさに対して閾値を設定し、

ON/OFFで出力します。

磁気センサー 磁気近接スイッチ

 磁気方式は、磁界を検出するため原理上光学式と比べてホコリや汚れなどの

耐環境性が高い

 悪環境下での正確な動作と、長期にわたる安定動作を実現

 導入コストが比較的安く、メンテナンスフリーで運用コストも安い

 産業分野や建設機械など、様々なビジネスで採用

ところで磁気応用製品って何？
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2つの工場、6つの営業拠点を国内に持つ

生産を担う本社と、開発部の東京を中心に営業範囲は全国を網羅

［本社・伊那工場（長野県）］

MACOMEって何の会社なの？（その2）
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導入実績（その1）産業分野

スタッカークレーンとは自動倉庫において荷物を格納、取り出しす
る装置のことで、長距離の測長を行う事ができる弊社磁気スケー
ル：MCスケールは、非接触、長期安定動作、メンテナンスフリー
の特徴から採用されています。

[ガイドセンサー：無人搬送車（AGV）の移動制御]

磁気式のテープを検出して、位置を検知するガイドセンサー
は、無人搬送車の制御センサーとして広く採用されています。
非接触、磁気式ならではの悪環境の強さ、メンテナンスフ
リーの強みから屋内屋外問わず、過酷な環境下でも高い信頼
性を得ています。

[磁気近接スイッチ：冷凍倉庫内の位置決め制御]

こちらの磁気近接スイッチは、漁業用の冷凍倉庫内において、魚介
類を搬送するパレットの位置決めに使用されています。
－20℃～外気温と激しい温度変化に晒される中で、正常にスイッチ
動作を行うことができます。

[磁気スケール：自動倉庫におけるスタッカークレーン制御]

いったい何に使われているのか？
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導入実績（その2）建設機械

[傾斜計：住宅地盤改良機の傾き検知]

地盤改良機は、地盤を掘削して硬化剤を注入し、強固な地盤
を作る機械です。
こちらの傾斜計は地盤改良機の傾きを検出しています。

[磁気スケール：シールド掘進機の位置決め（角度） ]

こちらのシールドマシンに使用されている磁気スケールは、
海底トンネルの構造材(セグメント)の取り付け位置の制御
に用いられています。

いったい何に使われているのか？
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磁気方式の強みで産業分野など様々なジャンルで採用

「1.運用コストが安い」「2.ロングライフ（長寿命）」「3.耐環境性（悪環境に強い）」

といった特長を持ち、主に高い信頼性の要求される産業分野において長年の実績と高い評価を得てきました。

磁気応用製品は、これからも発展する産業界の中で安定した成長が見込まれます。

磁気方式ならではの強みにより、様々な分野で普及

運用コストが

安い

耐環境性

（悪環境に強い）

ロングライフ

（長寿命）

磁気応用製品の将来性は？
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時代とお客様のニーズとともに進化を継続

磁気応用製品にこだわり、独自の強みでお客様の支持を獲得

弊社磁気応用製品は、耐環境性、堅牢性において各産業分野より長年の信頼と実績があります。

近年ではIoT(Internet of Things)が提唱され、多くのデバイス同士をネットワークにつなげ、より一層の省力化、効率化を

図り、豊かな社会を実現しようという動きが各分野で活発になっております。

IoTを構成するデバイスの目や耳となるセンサーへの期待と需要はより一層高まっていきます。

弊社磁気応用製品は、長年培ってきた実績と信頼の元、IoT化のニーズに応えこれまで以上の成長を続けていきます。

磁気応用製品の将来性は？

10



独自開発の可飽和コイル（その1）

磁気飽和現象を利用した高精度センシングを実現する素子

独自技術の磁気検出素子って何？
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独自開発の可飽和コイル（その2）

幅広い用途で対応可能

独自技術の磁気検出素子って何？
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軟磁性体のコアにコイルを巻きつけたシンプル構造

だから、高精度＆高信頼性を実現できる!!

［非飽和状態と飽和状態におけるインクダンスの差が大きく、その変化も急峻］
増幅器なしでも数mTの磁界に対して数Vのアナログ電圧が検出できます

独自技術の磁気検出素子って何？
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東京・蒲田で創業、 “磁気一徹”で半世紀

天賦の才を持つエンジニアが育み、継承したモノづくりの魂

 マコメ研究所の創業者・植村三良。生粋の工学エンジニアとして様々な研究開発に従事

 昭和30年（1955年）東京通信工業（東通工：現ソニー）に入社

 同社にて磁気記録技術の計測機器への応用研究、デジタル技術の導入研究を開始

「磁束応答型VRヘッド」をはじめ数多くの磁気応用技術（特許技術を含）や機器を考案

 同社にて磁気スケールシステムの製品化とソニーマグネスケール社を設立、常務取締役に就任

 昭和46年（1971年）9月にソニーマグネスケール社を退社し、10月にマコメ研究所を設立

 ソニー時代の特許を正式に継承し、マコメスケールやセンサー、スイッチなどを製品化

 昭和47年（1972年）11月、植村三良が磁気応用技術の功績により紫綬褒章を受賞

会社の沿革を教えて
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会社沿革

1971年10月
資本金100万円にて本社、東京都大田区新蒲田に設立。
主として、各社の特注に対して製造すると共に当社の標準製品としての磁気センサー、
磁気スイッチを開発、製品化

1973年6月 本社を東京都大田区鵜の木に移転

1980年8月 伊那工場を長野県上伊那郡箕輪町に設立し製品の量産体制を整える

1986年5月 本社を東京都大田区西蒲田に移転

1988年6月 大阪営業所を大阪府吹田市に開設

1989年10月 南原工場を長野県上伊那郡箕輪町に設立

1992年7月 名古屋営業所を愛知県岩倉市栄町に開設

1996年9月 広島営業所を広島県広島市東区光町に開設

1998年4月 本社を長野県上伊那郡箕輪町に移転。旧本社後を東京支社とする

2005年4月 資本金5,400万円

2007年4月 九州出張所を福岡県筑紫郡那珂川町に開設（広島営業所管轄）

2013年1月 東北出張所を福島県福島市笹谷に開設（東京営業所管轄）

2015年7月 大阪営業所を大阪府大阪市淀川区西中島に移転

会社の沿革を教えて
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勤務地・職種は相談に応じます

ベストな環境と条件を整備

 募集職種：要相談

 勤務地：営業職 各営業拠点（東京・名古屋・大阪・広島など）

開発・技術職（東京・長野）、製造職（長野）

 勤務時間： 8時30分～17時15分（長野地域） （7時間45分、昼食休憩は除く）

8時45分～17時30分（長野地域以外）（7時間45分、昼食休憩は除く）

 休日：完全週休2日制（土、日、祝日、年末年始7日間、会社の指定日）

※休暇：年次有給休暇（初年度10日最大20日）、その他休暇（慶弔休暇、出産休暇など）

 福利厚生：社会保険（健康保険、厚生年金保険、雇用保険、労災保険）

 給与：職種・年齢・経験などによる、賞与：年2回

どこで働き、どんな仕事？
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“点”ではなく “線”の仕事ができる!!

モノづくりの仕事に深く関われるおもしろさがある

訪問ヒアリング

（営業同行） 組み立て仕様決定 試作品開発 評価試験評価試験

 仕様から設計、評価まで幅広い工程に関わり、自分の意見や発想を盛り込める

 営業と訪問ヒアリングに同行し、お客様ニーズを探り、パートナーとして製品作りをめざす

 現行品を元にお客様の要件を満たすカスタマイズ品のほか、

まだ世の中にない製品の研究・開発もあり、エンジニアとして刺激的な日々が送れる

 最先端の産業用機器、特殊車両などの開発部門の仕事に関われる楽しさ

開発部は、幅広い工程に関われる

お問い合わせ 納 品
開発部 開発部

製造部
開発部 開発部 技術部

具体的な仕事内容は？（その1 例：開発・技術関係）
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とある1日の流れ

MACOMEの最大の魅力と醍醐味は開発力にあり

社風は“自由そのもの”。その分、自己管理能力が求められる

出社後はメールのチェック。

上司に本日の作業予定の報告などを行う

試作製品の温度特性試験の測定準備。主に測定設備のパラメータ

入力や試作サンプルの微調整、セットアップなど。

試験開始後、別製品の周波数特性試験を行う

温度特性の試験結果解析。周波数特性試験と合わせて測定データを

レポートにまとめる

上司へ進捗状況を報告。帰宅の前に日報をまとめる

8：45～

9:00～

15:00～

17:20～

他部署からの製品に関する技術的な問い合わせに答える

その後、検証実験などを行う

13:00～

具体的な仕事内容は？（その2 例：開発・技術関係）
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大丈夫! ご安心ください!!

マコメ研究所では新人研修後、新卒の皆様をOJT（オンザジョブトレーニング＝

現任訓練）で仕事を覚えていただきます。その際、磁気応用技術や製品づくりに

ついて、仕事を通じて実践的に学べます。

先輩・上司も、とてもフレンドリー！

磁気は専門外だけど大丈夫？
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開発重視の自由な社風

創業から現在まで社内に “自由な雰囲気”が溢れ、自分のペースでプロエンジニ

アの道を突き詰められます。もちろん「自分の仕事にしっかり責任を持つこ

と」が前提。世代や年齢、部署・役職を問わず意見交換も活発です。

創業者が「開発命の精神」を継承したいという意味で「研究所」としました

社風や会社の雰囲気は？
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ハイ、働けます

マコメ研究所で働く社員の平均年齢は45歳です。男女を問わず、平等に働くこ

とができます。継続雇用もあり、最年長は64歳の社内システム担当者です。

平均年齢45歳、最年長64歳、老若男女が今日もMACOMEで働く

長く働けるの？
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代表取締役社長の沖村文彦は1980年に工業高校を卒業しマコメ研究所に入社。

エンジニアとして創業者の元、磁気応用製品の開発、製造に携わり、

2012年に代表取締役社長になりました。

“マコメはえぬき”の
生粋のエンジニアです

［社長メッセージ］

創業者の植村三良は、アイデア、行動力に溢れ、実現させる技術力と粘り強

さ、稀有な信念を持ち合わせた、カリスマ的な技術者でした。世の中にない

新しい製品への開発に対する自由な気風と情熱は引き継がれ、一人で成しえ

ないことは組織的にカバーし合い、「研究所」の名に恥じない、技術開発に

軸足を置いたメーカーとして今に至っています。

開発テーマを発見するためには、お客様の現場に足を運び、耳を傾け、様々

な情報と結び付けていくことが大切です。

社長はどういう人？

22



磁気応用製品のエキスパートはここからはじまる！

人物本位、ヤル気を大切にしているので、入社まではスピーディー

［STEP1.エントリー］ ［STEP2.会社見学］ ［STEP3.書類選考］

氏名・連絡先をメールまたは電話にて連絡
担当：総務経理部 宮下 勲

連絡先：i_miya@macome.co.jp
0265-79-8154 履歴書・応募書類などの提出

個別面接と筆記試験

［STEP4.選考］

採用決定!!

選考プロセス
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お客様と向き合い、よりよき製品を目指す

● 2013年4月入社

電気通信大学

電気通信学部 電子工学科 2013年卒

開発部・日下部 圭佑

大学時代は電子工学科で学び、回路に関してはある程度の知識は

ありましたが、それでも本格的な回路設計や機械設計、プログラ

ミングなど初めての業務内容も多く、戸惑うこともありましたが、

大学の研究生時代のように上司や先輩方からその都度気軽にアド

バイスを頂き、仕事に慣れていく事ができました。毎日技術的な

課題にぶつかっていく仕事ですが、それらを解決するたびに、エ

ンジニアとして一歩ずつ成長を実感しています。

エンジニアとして着実にステップアップしていることを実感

● 2013年4月入社

電気通信大学

先進理工学専攻 応用物理コース 2013年卒

開発部・大竹 将義

大学時代は主に有機化学を専攻し、電気電子は基礎を習った程度

だったため、マコメ研究所のような磁気応用機器の研究・開発が

できるか不安でした。

入社直後は上司自ら教材を作ってもらい、直接指導して貰ったり

分からない部分があれば同僚や先輩、上司に質問できたので大学

で電気電子を専門にしていなかった私でも、業務や技術を覚えて

いくことができました。

先輩からのメッセージ
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１. MACOMEは磁気応用製品をつくるメーカー

２. 磁気応用製品は、産業分野など様々なジャンルで活躍

３. 磁気応用製品は今後も進化を継続

４. MACOMEは開発重視の自由な社風

５. 勤務地、職種は相談可能

MACOMEで
磁気応用製品づくり・販売をしてみませんか！！

まとめ
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